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はじめに
　現在、私たちの食生活において、食器や容器包装
などに多くの使い捨てプラスチック製品が利用され
ている。軽量、割れにくい、密閉性が高く空気が遮
断できる、透明で中身が見えるなど多くの特徴があ
り、その利便性や衛生面の利点から、広く普及して
いる。一方で近年、プラスチックによる海洋汚染（海
洋プラスチック汚染）の問題が指摘されるように
なった（Derraik, 2002; Isobe et al., 2015）。
　海岸に漂着するプラスチックの容器などの大きな
ごみだけでなく、そのプラスチックごみが紫外線と
物理的な力によって崩壊してマイクロプラスチック
になること、そしてそれを魚介類が摂食し食物連鎖
により人間も摂食することになること、魚介類のみ
ならず、人間の健康にも影響を与える可能性がある
ことなどが懸念されているが、一般にはあまり知ら
れていない。
　世界では年間 3億トンのプラスチックが生産され、
そのうち半分が使い捨て容器包装であり、その多く
が食に関連するものである。世界全体で毎年約 800
万トンのプラスチックが海へ流出していると推計さ
れているが、その多くは海から離れた内陸で使われ
たものが、河川を通じて海に流入している。
　一方で、プラスチックごみ処分に関する重大な事
案として、2017年 12月、中国がプラごみの輸入中
止を宣言したことがあげられる。このため、現在、
日本では多くのプラごみの行き場がなくなり、国内
での再利用や焼却などでは対応しきれない状況と
なっている。
　このような事態が、日本においてもニュースなど
で度々取り上げられているが、現代の若者はこの状
況を理解しているのだろうか。そして危機意識を
持っているのだろうか。
　本研究では、大学生を対象に海洋プラスチック汚
染問題に対する意識、環境に配慮した生活に対する
意識や行動などについて調査を行い、使い捨てプラ
スチック問題に関して、消費者としてどのように意
識醸成していけばよいかを考える。
方　法
１．調査方法の概要
　大学生を対象に調査票を配布し、期限を決めて回
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収する自記式調査を実施し、IBM SPSS Statistics25
を用いてそれぞれの質問項目を集計分析した。
２．調査内容
　質問項目は次の A～ D 4区分、計 15項目である。
A．環境問題への関心と環境に配慮した生活の意
識：4項目
B．使い捨てプラスチック製品についての意識：2
項目
C．海洋プラスチック汚染とプラスチックごみに関
する情報把握：6項目
D．企業による環境配慮製品展開に対する意識：3
項目
結　果
１．調査票の回収率と回答者の属性
　群馬大学、群馬県立県民健康科学大学、前橋市立
前橋工科大学の在学生を対象に、2018年 11月下旬
～12月上旬に調査を行った。調査票の配布数 321部、
回収数 321部で、回収率 100％であった。質問項目
の回答に大きな記入漏れのある 2部を無効とし、有
効回答 319部（有効回答率 99.4％）について集計分
析した。
　回答者の属性を、表 1と表 2に示す。
２．各質問項目の分析
　Ａ．環境問題への関心と環境に配慮した生活の意
識
　ここでは、様々な環境問題が顕在化している現代
における学生の環境問題への取り組みをみるために、
まず次の 2つの質問を設定した。
設問
　A1：環境問題への関心の度合い
　A2：環境に配慮した生活を意識しているか
　この 2つの質問項目の結果を図 1に示す。A1で
環境問題への関心が「とてもある」、「ややある」学
生は計 233人（73.1％）と大半だが、一方で関心の
表１　回答者の学年と性別 （人）
1年 2年 3年 4年 不明 合計
女性 65 123 2 0 1 191
男性 64 52 2 4 1 123
不明 2 3 0 0 0 5
表２　回答者の学部と性別 （人）
? ? ????????????
??
女性 102 71 12 4 2 191
男性 84 1 38 0 0 123
不明 2 3 0 0 0 5
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図１　環境問題への関心と環境に配慮した生活の意識
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低い学生が約 4分の 1にのぼった。A2における環
境に配慮した生活の意識はさらに低く、「とてもあ
る」「ややある」は計 204人（64.0％）であった。
とくに「とてもある」としたものは12人（3.8％）と、
きわめて少なかった。
　これらから、学生の環境問題への関心は、現代の
環境問題に対処するためには十分に高いとは言えず、
また実際に環境に配慮した行動に結びつけようとし
ている者はさらに少ないと言えよう。
　次に、環境問題への関心が「とてもある」、「やや
ある」とした 233人を対象に、設問 A1-2：関心の
ある環境問題は何かを質問し、複数回答で得た結果
を図 2に示す。地球温暖化への関心がきわめて高く、
最近の気象災害や熱中症の頻発がその理由と考えら
れる。一方でごみ問題 90人、海洋汚染 59人と、本
研究に関連性の高い問題に関心を持っている学生も
多くいた。
　また、環境に配慮した生活の意識が「とてもある」、
「ややある」とした 204人を対象に、設問 A2-2：普
段から行っている環境配慮行動は何かを質問し、複
数回答で得た結果を図 3に示す。プラスチックごみ
の発生を直接削減することができる「レジ袋を断る」
187
154
90
85
69
61
20
16
16
16
13
2
ごみの分別
洗剤などの詰め替え商品購入
レジ袋を断る
エコバッグ使用
牛乳パック・食品トレイの回収
マイボトル使用
ペットボトル購入を控える
割りばしやストローなどを断る
ごみが多くなりそうな容器包装の商品を買わない
エコな素材の容器包装の商品を選ぶ
ラップなど使い捨てプラスチックはなるべく不使用
肉や魚などでトレイ入りのものは買わない
（人） n=204
178
113
91
90
83
68
62
59
49
33
26
22
地球温暖化
資源の枯渇
エネルギー問題
ごみ問題
生物種の減少
大気汚染
森林伐採
海洋汚染
オゾン層破壊
河川・地下水汚染
酸性雨
土壌汚染
（人） n=233
図３　普段から行っている環境配慮行動
図２　関心のある環境問題
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90人、「エコバッグ使用」85人、「マイボトル使用」
61人と比較的多くの学生が実行している。一方で
ペットボトル、ストロー、ラップ、食品トレイなど、
積極的に使い捨てプラスチック製品を使わない行動
をしている学生はいずれも 20人以下であり、環境
配慮行動を行っている者の 1割未満であった。
Ｂ．使い捨てプラスチック製品についての意識
　ここでは、日々の生活の中で、使い捨てプラスチッ
ク製品を学生がどのように感じているかをみた。前
項では、使い捨てプラスチック製品の削減行動を主
体的に行っているかをみたが、本項では、行動する
かどうかに関わらず、より広い意識をとらえること
を意図して、次の質問を設定した。
設問
　B 1：商品やサービスとして提供される使い捨て
プラスチック製品を不要・過剰だと思うこ
とがあるか
　B1の結果を図 4に示す。使い捨てプラスチック
製品について、「過剰・不要だと思うことがある」
182人と全体の 6割近くにのぼった。
　次にこの 182人を対象に、設問 B1-2：使い捨て
プラスチック製品で不要・過剰だと思うものは何か
を質問し、複数回答で得た結果を図 5に示す。
　食品容器の外包装フィルム 102人、レジ袋 82人、
菓子などの個包装 76人、ペットボトルのラベル 75
人など、二重包装的に使用される使い捨てプラス
チック製品に不要・過剰感を持っていることが伺わ
れる。一方で、食品トレイ 16人、ペットボトル 12人、
使い捨て弁当容器 11人、カップラーメン容器 11人、
卵パック 10人など、食品の容器本体として使われ
るプラスチック製品に不要・過剰感を持っている学
生は 1割に満たない。これらの容器本体は重量的に
使い捨てプラスチックの大半を占めており、代替製
品の普及を促すなど、これからの対策が重要な分野
である。
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図５　不要・過剰だと思う使い捨てプラスチック製品
図４　商品やサービスとして提供される使い捨てプラ
スチック製品を不要・過剰だと思うことがある
か（n＝ 319）
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Ｃ．海洋プラスチック汚染とプラスチックごみに関
する情報把握
　ここでは、近年実態が明らかにされ、それに伴っ
て急速に報道が増加した海洋プラスチック汚染に関
して、大学生の情報把握の状況をみるために、まず
ニュース視聴の有無を質問し、引き続き、海洋プラ
スチック汚染に関連する内容として 5項目の情報の
把握状況について質問を設定した。
設問
　C 1：海洋プラスチック汚染のニュースの視聴し
たことがあるか
　C 2：環境中に排出されたプラスチックごみがマ
イクロプラスチック化していることを知っ
ているか
　C 3：マイクロプラスチックが世界中の海に広が
り、海洋生物に悪影響を与えていることを
知っているか
　C 4：マイクロプラスチックが人体に悪影響をも
たらすかもしれないことを知っているか
　C 5：2017年まで日本ではプラごみのほとんどを
資源として中国に輸出していたが、2017年
12月、中国はプラごみ輸入受け入れ中止を
宣言したことを知っているか
　C 6：その結果、現在日本ではプラごみの行き場
がなくなり、国内での再利用や焼却では処
理しきれない状況となっていることを知っ
ているか
　C1の結果を図 6に示す。「ある」244人と 4分の
3を超える学生が視聴したことがあった。
　引き続き、C2から C6の 5項目の情報の把握状
況の結果を図 7に示す。
　この 5項目は、いずれも調査前 1年間に、報道機
関やインターネットを通じて社会に広く情報発信さ
れている内容である。しかし、これらの情報を確実
に把握している学生は少なく、いずれの項目につい
ても「よく知っている」と回答したものは全体の 1
割未満、「聞いたことがある」を合わせても半分に
満たなかった。とくに、C5中国のプラごみ輸入受
け入れ中止については、情報を把握している学生が
少なかった。
　これらのことから、大学生の多くは、海洋プラス
チック汚染について存在を漠然と知っているが、そ
の詳しい状況や原因となっているプラごみの現状に
ついての情報は把握していない。
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図７　プラスチックごみによる環境汚染と処理の現状の認識
図６　海洋プラスチック汚染のニュースを視聴したこ
とがあるか（n＝ 319）
食生活に用いる使い捨てプラスチックについての大学生の意識 95
D. 企業による環境配慮製品展開に対する意識
　ここでは、企業が使い捨てプラスチック製品をや
め、紙などの代替製品に切り替えることを想定して、
次の 3段階の質問項目を設定した。
設問
　D1：環境に配慮したパッケージや製品を提供す
ることを広報している企業に対してどのよ
うなイメージを持つか
　D2：環境配慮の結果としてサービスの低下を招
く場合、それを受容するかどうか
　D3：使い捨てストローという具体的な製品につ
いて、紙ストローとプラスチックストロー
の特徴、価格を比較してどちらを選ぶか
　D1の結果を図 8に示す。「とても良い」105人
（32.9％）、「やや良い」160人（50.2％）と、8割を
超える学生が肯定的な回答をしている。ただし、こ
れは具体的な製品やサービスの内容を想定している
設問ではなく、抽象的な企業イメージを示している
に過ぎない。
　次に、環境配慮の結果としてサービスの低下を招
く場合を想定した D2の結果を図 9に示す。「受け
入れる」52人（16.3％）、「どちらかといえば受け入
れる」162名（50.8％）と約 3分の 2が受容の意思
を示しているが、前問の一般的な企業イメージと比
較すると肯定的な意見が少なくなっている。
　次の D3では、使い捨てストローという具体的な
製品を想定して、紙ストローとプラスチックスト
ロー両方の写真と特徴、価格を記載し、どちらを使
いたいかを質問した。この場合、プラスチック汚染
を起こさず環境負荷は小さいが、高価（飲料など商
品価格に転嫁されることも十分に考え得る）で耐久
性に劣る紙ストローではなく、プラスチックスト
ローを選ぶという学生が、約 8割であった。
３．企業による環境配慮製品展開の受容に影響を及
ぼす要因
　使い捨てプラスチックの削減のためには、それを
容器包装や食器などに使用する企業が環境に配慮し
た代替品に置き換え、消費者がそれを受け入れるこ
とが望まれる。
　そこで、上記区分 Dの各項 D1、D2、D3の取組
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図８　環境に配慮した製品提供を広報している企業イ
メージ（n＝ 319）
図９　企業の環境配慮によるサービス低下の受容（n
＝ 319）
図10　特徴・価格等をみたうえでどちらのストローを
選ぶか（n＝ 319）
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みに対する学生の受容意思形成において、A環境問
題への関心と環境に配慮した生活の意識、B使い捨
てプラスチック製品についての意識、C海洋プラス
チック汚染とプラスチックごみに関する情報把握の
各項が関連しているかを分析した。
　結果を表 3に示す。
　区分 Aの各項のうち、A1環境問題への関心と D
各項間には有意な関連はみられなかった。一方で
A2環境に配慮した生活の意識と D1企業イメー
ジ・D2サービス低下受容の間には関連がみられた。
区分 Bの B1使い捨てプラスチック製品の不要・過
剰感は、D2サービス低下受容との間に関連がみら
れた。区分 Cについては、C5中国のプラごみ輸入
受け入れ中止を除く各項に、D1～ D3と何らかの関
連がみられた。とくに D3ストローの選択に関連し
ていたのは、全体を通じて C1海洋プラスチック汚
染ニュースの視聴、C6汚染の人体影響の可能性の
2項目だけであった。
考　察
　安価かつ軽量で扱いやすいプラスチックは、使い
捨て用途にも幅広く利用され、大量に消費・廃棄さ
れ環境中に広がっている。一方でプラスチックは分
解しにくく、細かく砕けるが消滅することはなく、
南極海にまで存在が報告されている（Isobe et al., 
2017）。さらに海岸砂との摩擦など物理的刺激や紫
外線による劣化が加わって、微細化していきマイク
ロプラスチックとなり（Andrady, 2011）、小魚など
が誤食する。この際、プラスチックの添加物や海水
から吸着した残留性有機汚染物質が、生態系に移行
する可能性があり、実際に、魚介類や水鳥などの体
内から、有害物質が見つかっているという報告があ
る（高田ら，2014; Desforges et al., 2015）。マイク
ロプラスチックの浮遊密度は東アジア海域で突出し
て高い（Isobe et al., 2017）。マイクロプラスチック
の、食物連鎖による人体への影響も懸念されており、
国際的なプラスチックの排出規制、使用規制を考え
なければならない時期に来ているといえよう。
　このような状況において、ヨーロッパ連合 EUで
は 2019年 5月 21日に、使い捨てプラスチック製品
の流通を 2021年までに禁止する法案（「特定プラス
チック製品の環境負荷低減に関わる指令」）を採択
した。これによって EU各国では皿・カトラリー
（フォーク・ナイフ・スプーン・はしなど）・スト
ロー・マドラー・カップ・発泡スチロール製食料飲
料用容器などの使い捨てプラスチック製品の流通が
禁止され、代替品にすることが義務付けられる。
　日本では、このような国レベルの動きはみられな
いが、飲食物を扱う企業が上のような製品の脱プラ
スチック化を推進する方向性を表明しており、企業
主導で使い捨てプラスチックの削減が加速していく
ことが予想される。
　このような動きについて、消費者とくに若者が理
解を示し、応援していくことができるのか。本研究
の結果からは、現時点ではいささか心許ないと言わ
ざるを得ないが、意識を高めていく上でのヒントは
見て取れる。
　まず、A2環境へ配慮した生活の意識の程度に
よって、D1環境配慮広報企業のイメージ、D2企業
の環境配慮とサービス低下の受容についての程度に
は関連がみられた。このことから、普段から何らか
の環境配慮行動を心がけている学生は、企業の使い
捨てプラスチック削減への共感や評価の度合いが高
く、とくに製品価格上昇や利便性低下についても受
表３　企業の環境対応、使い捨てプラスチック削減
の取り組みに対する受容意思形成に関連する
要因
D1 D2 D3
環境問題への関心・環境配
慮生活の意識
A1
A2 ＊＊ ＊＊＊
使い捨てプラスチックの不
要・過剰感 B1 ＊
海洋プラスチック汚染・プ
ラスチックごみの関連情報
の把握
C1 ＊ ＊
C2 ＊
C3 ＊ ＊
C4 ＊ ＊
C5
C6 ＊ ＊ ＊
χ 2 検定　*p＜.05　**p＜.01　***p＜.001
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容する傾向が強いといえるだろう。これに対して、
A1環境問題への関心は区分 Dの各項目との関連は
認められなかった。したがって、課題解決のための
意識醸成には、関心を持っているだけでは不十分で
あり、行動に移していることが必要である。学校教
育では、とくに家庭科において 1998年から環境に
配慮した生活の指導を行っており、このような早い
段階からの、環境配慮行動を実践するような消費者
教育や環境づくりが有効だといえるだろう。
　もう一つの重要な要因として、環境問題に関連す
る情報の把握があげられる。区分 Cの各項目にお
いて情報把握の程度の高い学生は区分 Dの企業の
各取り組みに対して受容性が高いことがみてとれる。
本研究の海洋プラスチック汚染のような、ここ数年
でクローズアップされた新しい問題についても、消
費者が的確な情報把握をすることが望まれる。その
際の情報の内容として、C6日本のプラスチックご
み処理困難状況について把握している学生は、区分
Dのすべてにおいて高い受容度を示す傾向があった。
このことから考えて、消費者が当事者意識を持つよ
うな情報が有効だと考えられる。
　以上のことから、消費者は、普段からの環境配慮
行動の実践に加えて、その問題の最新情報をリサー
チし、それをもとに自分との関りを考え、常に当事
者意識をもって取り組む姿勢を持つことが重要であ
ろう。
まとめ
　本研究では、大学生を対象に使い捨てプラスチッ
クに関するアンケート調査を行い、大学生の意識の
実態把握と、消費者としての意識醸成への検討を
行った。
　大学生の大半は環境問題に関心を持ち、環境に配
慮した生活を意識している一方で、使い捨てプラス
チック製品に対する削減の取り組みは十分ではない。
とくに最近注目されている海洋プラスチック汚染に
ついて、大半の学生はその存在を知っているものの、
日本のプラスチックごみの状況を知る者は少なく、
今後の消費者意識の醸成において、最新の情報をも
とに自分との関りを考えることが重要であることが
示唆された。
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